
　
令
和
７
年
（
２
０
２
５
年
）
の
初
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
由
、
誠
に
大
慶
至
極

に
存
じ
ま
す
。

　
平
素
よ
り
会
員
の
皆
様
に
は
鯖
江
商
工
会
議
所
の
諸
活
動
に
、
多
大
な
ご
支
援
と

暖
か
い
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
、
１
月
１
日
に
は
能
登
半
島
地
震
が
起
こ
り
、
そ
の
後
９
月
に
も
豪
雨
災
害

と
、
両
方
と
も
予
想
だ
に
し
な
い
甚
大
な
被
害
の
繰
り
返
し
で
、
亡
く
な
ら
れ
た
多

く
の
方
々
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
の
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
は
心
か
ら
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。
日
本
国
中
に
自
然
災
害
の
怖
さ
と
、
人
間
の
無
力
さ
を
教
え
る
こ
と
と

な
り
、
今
ま
で
が
無
に
な
る
よ
う
な
現
実
の
な
か
、
力
強
く
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る

皆
様
に
は
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
の
１
月
22
日
に
は
、

被
災
地
に
お
け
る
復
旧
・
復
興
を
支
援
す
る
た
め
の
義
援
金
を
会
員
事
業
所
の
皆
様

に
募
っ
た
と
こ
ろ
、
１
０
４
事
業
所
か
ら
３
２
８
万
円
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
。

改
め
て
、
皆
様
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
鯖
江
商
工
会
議
所
に
お
い
て
は
、
一
昨
年
11
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
１
階
Ｓ
Ｃ
Ｃ
で

受
け
て
い
た
経
営
相
談
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
全
て
を
２
階
事
務
所
に

て
正
式
受
付
・
対
応
に
変
更
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
加
え
て
、
定
年
等
で
退
職
し
た

職
員
に
か
わ
り
、
職
員
を
4
名
新
採
用
さ
せ
て
頂
い
て
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
多
く

の
ご
相
談
に
対
応
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
鯖
江
商
工
会
議
所
の
1
階
S
C
C
（
地
下
１
階
含
む
）
に
は
昨
年
１
年
間
で
約
4

万
２
千
人
も
の
方
に
ご
来
場
頂
き
ま
し
た
。
今
年
は
さ
ら
に
、
眼
鏡
・
漆
器
・
繊
維

を
は
じ
め
と
し
た
鯖
江
の
、
も
の
づ
く
り
産
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
拠
点
と
し
て
の

機
能
を
よ
り
充
実
さ
せ
な
が
ら
会
員
の
皆
様
の
情
報
発
信
拠
点
と
な
れ
る
よ
う
、
よ

り
一
層
地
域
の
皆
様
に
ご
活
用
頂
け
る
よ
う
、
さ
ら
に
努
力
・
工
夫
し
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　
商
店
街
に
お
い
て
は
、
昨
年
9
月
に
「
門
前
ま
つ
り
」
を
開
催
さ
せ
て
頂
い
て
、

街
な
か
の
活
性
化
を
進
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
年
は
、
街
な
か
の
鯖
江
の
歴

史
や
文
化
を
理
解
し
て
、
よ
り
鯖
江
を
”誇
り
“
”宝
“
と
感
じ
て
頂
け
る
よ
う
な

内
容
を
加
え
な
が
ら
、
鯖
江
市
街
独
自
の
ま
つ
り
と
し
て
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
、
街
な
か
活
性
化
を
進
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
2
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年
11
月
に
は
「
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」
を
開
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年
12
月
4
日
〜
2
0
2
4
年
12
月
7
日
に
は
鯖
江
・
福
井
県
と
珠
洲
・

輪
島
・
七
尾
を
含
む
石
川
県
と
富
山
県
の
、
北
陸
三
県
の
都
内
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

に
お
い
て
も
同
じ
商
品
を
扱
い
な
が
ら
、「
能
登
復
興
展
」
と
し
て
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ　
Ｆ

Ｒ
Ｏ
Ｍ　
２
０
２
５　
東
京
・
丸
の
内
」
が
東
京
駅
丸
の
内
南
口
前
の
K
I
T
T
E

ビ
ル
の
地
下
一
階
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ゾ
ー
ン
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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で
、
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の
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ら
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、
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登
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ら
も
職
人
さ
ん
達
に
ご
参
加
頂
い
て
、
北
陸
三
県
の
伝
統
工
芸
の
漆
器
・

繊
維
・
眼
鏡
そ
の
他
の
職
人
の
技
の
神
髄
と
志
の
高
さ
を
示
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

会
場
で
は
実
際
の
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に
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の
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を
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連
動
さ
せ
た
最
先
端
展
示
会
「
M
A
D
E　

F
R
O
M 

2
0
2
5 

S
A
B
A
E
」
を
開
催
致
し
ま
す
。

　
福
井
県
で
は
昨
年
3
月
16
日
に
、
北
陸
新
幹
線
が
敦
賀
ま
で
開
通
と
な
っ
て
来
県
人

数
が
著
増
と
な
り
福
井
駅
周
辺
は
じ
め
多
く
で
活
況
を
呈
し
て
い
ま
す
。
新
幹
線
駅
の

無
い
鯖
江
市
に
お
い
て
は
、
特
急
が
停
ま
ら
な
く
な
っ
た
鯖
江
駅
の
乗
降
客
数
に
お
い

て
は
微
増
と
健
闘
し
て
い
て
、
め
が
ね
会
館
来
場
者
数
の
増
加
や
鯖
江
市
内
の
一
部
の

企
業
へ
の
来
店
数
の
著
増
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
振
り
返
る
と
、
鯖
江
駅
周
辺
や
旧
鯖

江
市
街
へ
の
人
流
は
明
ら
か
に
減
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
今
年
１
月
の
鯖
江
駅
構
内

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
の
新
規
開
店
を
含
め
て
、
鯖
江
駅
周
辺
含
め
て
、
鯖
江
市
街
が
、

よ
り
活
況
と
な
る
よ
う
更
な
る
施
策
が
必
要
で
、
増
え
た
来
県
者
を
鯖
江
市
内
に
取
り

込
む
工
夫
を
丹
南
全
体
で
募
り
、
丹
南
か
ら
福
井
県
内
全
体
を
巻
き
込
む
よ
う
な
広
域

的
な
視
点
で
の
対
応
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
今
年
１
月
下
旬
に
は
中
心
市
街
地
活
性
化
や
観
光
戦
略
の
「
賑
わ
い
」
を
生
む
た
め

の
仕
掛
け
や
行
動
を
促
す
組
織
と
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
発
足
致
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
鯖
江
商
工
会
議
所
は
、
地
域
を
活
性
化
す
る
経
済
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
地
域
経
済
の
さ
ら
な
る
発
展
と
商
店
街
の
賑
わ
い
を
創
出
出
来
る
よ
う
、
本
年
も

会
員
の
皆
様
と
共
に
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
オ
ー
ル
鯖
江
・
オ
ー
ル
丹
南
・
オ
ー
ル
福

井
の
視
点
を
持
ち
な
が
ら
、
元
気
で
活
力
あ
る
鯖
江
と
な
る
よ
う
、
商
工
会
議
所
活
動

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

引
き
続
き
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
と
り
ま
し
て
本
年
が
良
き
年
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
令
和
７
年
１
月
吉
日

会
　
頭

加
　
藤
　
団
　
秀
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12
月
2
日（
月
）〜
3
日（
火
）

新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
委
員
会

（
佐
飛
康
央
委
員
長
）が
岐
阜
方
面

へ
１
泊
2
日
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
ま
ち
づ

く
り
視
察
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
１
日
目
の
㈱
エ
フ
ピ
コ
中
部
リ

サ
イ
ク
ル
工
場
様
は
、
食
品
ト
レ

ー
容
器
メ
ー
カ
ー
、
回
収
さ
れ
た

食
品
容
器
等
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、

原
料
に
戻
る
様
子
を
見
学
す
る
こ

と
が
出
来
る
施
設
で
す
。
㈱
エ
フ

ピ
コ
の
取
り
組
み
と
は
、
国
の
自

治
体
と
も
協
力
し
様
々
な
エ
コ
活

動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ

ク
ル
工
場
の
中
で
は
、
回
収
さ
れ

た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
食
品
ト
レ

ー
が
原
料
に
戻
り
、
新
し
い
ト
レ

ー
に
生
ま
れ
変
わ
る「
ト
レ
ー
ｔ

ｏ
ト
レ
ー
」・
透
明
容
器
は「
近
赤

外
線
」と
い
う
光
を
利
用
し
て
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
を
選
別
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
し
て
い
る
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
容

器
は
、
食
品
容
器
と
し
て
利
用
で
き
る
品
質
の
再
生
素
材
を
作
り
、
循
環
型
リ

サ
イ
ク
ル
を
進
め
て
い
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
の
説
明
を
受
け
、
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

　
2
日
目
、
美
濃
加
茂
商
工
会
議
所
の
可
児
雅
之
専
務
理
事
の
挨
拶
を
頂
き
、

林
博
行
事
務
局
長
か
ら
地
方
都
市
の
再
生
に
向
け
て
政
策
提
言
を
発
表
し
た
経

緯
を
聞
き
、
美
濃
加
茂
会
議
所
を
後
に
し
ま
し
た
。
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
工
作

機
械
博
物
館
は
、
モ
ノ
づ
く
り
に
対
し
て
の
関
心
を
深
め
る
た
め
、
世
界
的
に

珍
し
い
工
作
機
械
に
特
化
し
た
博
物
館
で
、
広
大
な
敷
地
の
中
に
建
て
ら
れ
て

い
る
建
物
で
す
。
地
下
博
物
館
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
仕
組
み
と
効
果
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
械
の
細
か
い
部
品
を
作
る
工
程
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
２
日
間
、
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
た
中
で
の
視
察
研
修
で
、
参
加
者
全
員
が
実
に
、

充
実
し
た
視
察
研
修
だ
っ
た
と
喜
ん
で
帰
路
に
着
か
れ
ま
し
た
。

　
当
所
理
財
業
部
会（
部
会
長
：
角
谷
龍
史
氏
）は
、
12
月

19
日（
木
）当
所
４
階
大
ホ
ー
ル
に
て「
賃
上
げ
促
進
税
制
の

概
要
と
年
調
減
税
」に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
詳

し
い
概
要
や
具
体
的
な
対
応
を
習
得
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
理
財
業
部
会
部
会
長
で
も
あ
る
角
谷
龍
史
氏　

（
㈱
角
谷
会
計
代
表
取
締
役
・
公
認
会
計
士
・
税
理
士
・
行

政
書
士
）。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、賃
上
げ
促
進
税
制
の
概
要（
法
人
・
個
人
）

を
は
じ
め
、
年
末
調
整
の
定
額
減
税
に
つ
い
て
、
申
告
書
記

載
時
の
留
意
点
、
実
務
上
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
分
か

り
易
く
解
説
。
今
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
年
調
減
税
の
実
務
を

前
に
、
詳
し
く
知
り
た
い
、
と
幅
広
い
業
種
か
ら
参
加
し
た

受
講
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
質
疑
応

答
で
は
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
個
別
相

談
も
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
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新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
委
員
会
視
察
研
修
！

理
財
業
部
会
セ
ミ
ナ
ー

「
賃
上
げ
促
進
税
制
と
年
調
減
税
に
つ
い
て
」

挨拶する佐飛委員長（写真左）と美濃加茂会議所の2人（中央：可児専務、右：林局長）
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12
月
4
日（
水
）、
当
所
女
性
会

研
修
委
員
会（
齋
藤
留
美
委
員
長
）

は
サ
バ
エ
・
シ
テ
ィ
ー
ホ
テ
ル
8

階
レ
ス
ト
ラ
ン
・
イ
ル
・ヴ
ィ
ゴ

ー
レ
に
て
歌
手
の
絵
利
菜
さ
ん
を

お
招
き
し
音
楽
の
夕
べ
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
自
家
製
の

ゆ
ず
ソ
ー
ダ
で
乾
杯
、
ペ
ン
ネ
や

フ
ィ
レ
肉
の
ロ
テ
ィ
で
お
腹
を
満

た
し
、
絵
利
菜
さ
ん
に「
お
ろ
し

そ
ば
福
井
」「
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ 

ｇ
ｏ
ｅ

ｓ 

ｂ
ｙ
」「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」

な
ど
多
く
の
歌
を
披
露
し
て
も
ら

い
わ
た
し
た
ち
は
、
透
き
通
る
よ

う
な
声
に
心
を
満
た
さ
れ
一
緒
に

口
ず
さ
み
な
が
ら
、
仲
間
た
ち
と

一
年
の
締
め
く
く
り
に
、
と
て
も

贅
沢
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

12
月
2
日

（
月
）、
鯖
江

商
工
会
議
所

4
階
大
ホ
ー

ル
に
て
「
鯖

江
Ｙ
Ｅ
Ｇ
説

明
会
」
が
開

催
さ
れ
、
現

会
員
（
会
員

数
1
0
4
名
）、

事
務
局
、
入

会
見
込
み
10

名
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

　
鯖
江
Ｙ
Ｅ
Ｇ（
森
ち
さ
と
会
長
）は

「
全
て
の
メ
ン
バ
ー
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ

ス
に
」の
精
神
の
も
と
、
地
域
経
済
の

発
展
を
支
え
る
活
動
を
進
め
て
お
り
、

本
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
そ
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
具
体
的
な
取
り
組
み
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
動
画
や
事
例
発
表
を
通

じ
て
、
地
域
の
未
来
を
担
う
経
営
者
と

し
て
の
成
長
の
機
会
が
共
有
さ
れ
、
参

加
者
の
共
感
を
呼
び
ま
し
た
。

　
特
に「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ

ム
」で
は
、
現
会
員
と
入
会
希
望
者
が

仕
事
や
趣
味
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
経

験
と
熱
意
が
直
接
伝
わ
る
場
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に「
友
と
共
に 

〜
未
来
へ
と
繋
ぐ
み
ん
な
の
力
〜
」を

体
現
す
る
時
間
で
あ
り
、
新
た
な
信
頼

関
係
が
築
か
れ
ま
し
た
。

　
鯖
江
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、「
共
存
共
栄
」の
考

え
を
礎
に
、
地
域
に
愛
さ
れ
、
必
要
と

さ
れ
る
存
在
を
目
指
し
ま
す
。
共
に
夢

の
実
現
に
向
か
う
仲
間
を
歓
迎
し
、
未

来
へ
の
一
歩
を
共
に
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

　
11
月
7
日（
木
）〜
10
日（
日
）、

当
所
繊
維
業
部
会（
吉
田
晃
部

会
長
）は
鯖
江
市
繊
維
協
会
と

の
共
催
に
て
、
高
度
デ
ジ
タ
ル

製
造
で
名
高
い
台
湾
を
視
察
。

わ
が
鯖
江
の
繊
維
産
業
に
と
っ

て
重
要
と
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
・

生
産
自
動
化
の
先
端
を
行
く
同

国
有
数
の
工
場
に
赴
き
、
世
界

レ
ベ
ル
の
技
術
に
触
れ
る
こ
と

で
自
社
の
生
産
力
向
上
を
図
り

ま
し
た
。

　
本
視
察
で
は
、
無
水
染
色
技

術
を
用
い
た
デ
ジ
タ
ル
染
色
に

よ
り
一
大
企
業
へ
成
長
し
た

「
S
U
M
M
I
T
E
X
」社
、
世

界
で
最
も
高
度
と
評
さ
れ
る
生

産
自
動
化
を
実
現
し
世
界
的
な

注
目
を
集
め
る「
N
A
N 

Y
A 

P
L
A
S
T
I
C
S
」社
を
そ

れ
ぞ
れ
視
察
し
、
次
世
代
の
製

造
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
大
き
な

学
び
を
得
ま
し
た
。

　
経
済
格
差
、
自
然
災
害
、
安

全
保
障
問
題
な
ど
台
湾
を
含
め

世
界
が
大
き
く
揺
れ
る
中
、
先

端
技
術
は
も
ち
ろ
ん
企
業
に
と

っ
て
重
要
な
社
会
貢
献
の
あ
り

方
や
異
文
化
と
の
ふ
れ
あ
い
に

つ
い
て
学
び
、
視
野
が
大
き
く

広
ま
っ
た
視
察
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

　
当
部
会
で
は
関
係
機
関
と
の

連
携
の
も
と
、
積
極
的
な
デ
ジ

タ
ル
化
を
掲
げ
今
後
も
活
動
の

幅
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
12
月
13
日（
金
）、
当
所
国
際

化
委
員
会（
小
松
原
一
身
委
員

長
）に
て
年
末
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
令
和
6
年
最
後
の
セ
ミ
ナ
ー

と
な
る
今
回
、
株
式
会
社
北
陸

銀
行
国
際
部
の
服
部
泰
紀
氏
、

山
越
直
幸
氏
を
講
師
に
招
き
、

高
い
経
済
成
長
率
か
ら
日
本
企

業
の
進
出
が
進
み
当
委
員
会
の

視
察
先
候
補
の
ひ
と
つ
で
も
あ

る「
東
南
ア
ジ
ア
」よ
り
今
回

は
ベ
ト
ナ
ム
に
着
目
し
、
同
国

支
部
の
赴
任
経
験
か
ら
分
か
る

経
済
状
況
や
市
場
動
向
な
ど
の

現
地
の
実
情
に
つ
い
て
将
来
の

展
望
も
含
め
公
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
経

て
来
年
以
降
の
海
外
展
開
に
向

け
意
欲
が
大
い
に
高
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
引
続
き
懇
親
会
を
開

催
。
こ
れ
ま
で
の
国
際
化
へ
の

取
組
み
に
つ
い
て
振
り
返
り
、

あ
る
企
業（
眼
鏡
部
品
メ
ー
カ

ー
）か
ら
は「
こ
の
委
員
会
の
取

組
み
の
お
か
げ
で
こ
の
１
年
ほ

ど
で
自
社
の
海
外
取
引
先
が
２

カ
国
増
え
る
な
ど
国
際
化
が
一

気
に
進
ん
だ
」と
喜
び
の
声
が

き
か
れ
ま
し
た
。

　
近
年
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
重
要

性
が
増
す
中
、
当
委
員
会
で
は

本
年
も
積
極
的
な
海
外
販
路
開

拓
支
援
を
掲
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
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絵利菜さんと女性会会員

音
楽
の
夕
べ
　
女
性
会

鯖
江
Y
E
G
説
明
会
　
青
年
部

繊
維
業
部
会

〜
高
度
デ
ジ
タ
ル
製
造
技
術
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
〜

当
所
繊
維
業
部
会
×
鯖
江
市
繊
維
協
会 

共
催　
台
湾
視
察
研
修

国
際
化
委
員
会「
年
末
セ
ミ
ナ
ー
」開
催



代表取締役 坂下　在良
Home http://uisystem.jp/
E-mail:into@uisystem.co.jp

TEL 0778-53-0266（鯖江市横江町）

【業務内容】
・業務システム開発 ・ネットワーク構築・保守
・Windowsサーバ、Linuxサーバ設定・管理

【オリジナルパッケージ】
・e-決裁/e-決裁plus(国立大学向け電子決裁システム)
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令和６年分所得税・消費税・贈与税の
確定申告書を提出される方へ
～武生税務署からのお知らせ～

【自宅等でいつでも申告】
税務署では、来署せず、自宅等から申告
手続が完了する「e-Tax申告」を推進し
ております。
「マイナンバーカード」とお持ちのスマ
ホやパソコンがあれば、いつでも自宅等
からe-Taxで申告書等を提出することが
できます。 詳しくはこちら ↓

２
０
２
４
年
度
全
国
そ
ろ
ば
ん
コ
ン
ク
ー
ル
鯖
江
大
会

瀬
戸　
瑞
恵 

さ
ん（
藤
島
高
）

　
「
そ
ろ
ば
ん
鯖
江
一
」！

瀬
戸　
瑞
恵 

さ
ん（
藤
島
高
）

　
「
そ
ろ
ば
ん
鯖
江
一
」！

瀬
戸　
瑞
恵 

さ
ん（
藤
島
高
）

　
「
そ
ろ
ば
ん
鯖
江
一
」！

第
1
6
8
回
　
日
商
簿
記
検
定
試
験
合
格
者

施
行
日
：
令
和
6
年
11
月
17
日（
日
）

　
12
月
8
日（
日
）当
所
4
階
大
ホ
ー
ル
に
て
、「
２
０
２
４
年
度
全

国
そ
ろ
ば
ん
コ
ン
ク
ー
ル
鯖
江
大
会
」が
開
催
さ
れ
、
鯖
江
地
区
か

ら
35
名
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
学
生
達
が
各
々
力
い

っ
ぱ
い
実
力
を
発
揮
し
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
10
月
に
行
わ
れ
た
試
験
の
段
位
認
定
者
、
全
国
あ

ん
ざ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
２
４
入
賞
者
を
表
彰
。
河
和
田
小
学
校
5

年
生
の
輔
田　
美
結
梨
選
手
の
選
手
宣
誓
後
、
競
技
に
入
り
ま
し
た
。

　
小
学
1
年
か
ら
高
校
生
ま
で
が
参
加
し
、
個
人
競
技
4
種
目
の
合

計
得
点
が
1
番
高
か
っ
た
選
手
に
贈
ら
れ
る「
そ
ろ
ば
ん
鯖
江
一
」に

は
、
藤
島
高
校
の
瀬
戸
瑞
恵
選
手
が
輝
き
ま
し
た
。

　
表
彰
者
、
各
種
目
優
勝
者
は
次
の
通
り
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

□
個
人
競
技

▽
小
学
2
年
以
下
の
部　
奥
谷
怜
生（
惜
陰
小
）▽
小
学
3
年
の
部　

岩
上
空
生（
惜
陰
小
）▽
小
学
４
年
の
部　
源
田
悠
希（
鳥
羽
小
）▽
小

学
5
年
の
部　
奥
谷
瑠
維（
惜
陰
小
）▽
小
学
6
年
の
部　
近
藤
叶
和

（
惜
陰
小
）▽
中
学
以
上
の
部　
瀬
戸
瑞
恵（
藤
島
高
）

□
そ
ろ
ば
ん
鯖
江
一

　
瀬
戸
瑞
恵（
藤
島
高
）

1
1
3
0
/
1
2
0
0
点
満
点

□
団
体
競
技

　
惜
陰
小
学
校

【
3
級
】　
合
格
者
な
し

※
次
回
の
簿
記
検
定
試
験
は
令
和
7
年
2
月
23
日（
日
）で
す
。

◆
お
申
込
み
期
間

　
令
和
7
年
1
月
6
日（
月
）〜
27
日（
月
）

　
午
後
5
時
ま
で（
平
日
）



真 柄 け ん

　
私
の
事
務
所
に「
お
隣
が
何
や
ら
土
地

の
測
量
を
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
前
境
界
立

会
を
お
願
い
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
？
」と
心
配
に
な

っ
て
相
談
に
来
た
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
、「
お
隣
ど
う
し
の
事
な
の
で
気
持

ち
よ
く
参
加
し
ま
し
ょ
う
。」と
お
伝
え

し
ま
し
た
。

　
不
動
産
は
高
価
な
も
の
で
す
か
ら
、
土

地
所
有
者
に
は
、
土
地
を
自
由
に
使
用
、

収
益
、
処
分
を
す
る
権
利
が
あ
る
一
方
で
、

土
地
の
適
正
な
利
用
、
隣
地
へ
の
配
慮
、

関
連
法
規
の
遵
守
な
ど
の
責
任
を
負
わ

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
の
責
任
も
大
抵

の
場
合
隣
地
と
の
境
界
を
明
確
に
す
る
こ

と
で
境
界
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

防
ぎ
、
結
果
法
令
を
遵
守
す
る
事
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
為
実
社
会
で
は
、
土
地

を
売
却
し
よ
う
と
す
る
と
不
動
産
業
者

か
ら
境
界
に
杭
が
入
っ
て
い
な
い
と
売
れ

な
い
ん
で
す
よ
と
言
わ
れ
た
り
、
数
筆
に

土
地
を
分
け
よ
う
と
し
た
ら
土
地
家
屋

調
査
士
に
隣
地
の
境
界
確
認
同
意
書
が

必
要
な
ん
で
す
と
言
わ
れ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
作
り
直
し
等
で
も

施
工
業
者
か
ら
事
前
に
境
界
を
は
っ
き
り

さ
せ
て
も
ら
わ
な
い
と
困
る
と
言
わ
れ
た

り
も
し
ま
す
。

　
境
界
立
会
は
境
界
線
の
確
認
の
為
で

あ
っ
て
、
境
界
線
を
変
更
さ
せ
る
行
為
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
快
く
立
会
い
に
応

じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
も
し

心
配
で
し
た
ら
土
地
家
屋
調
査
士
な
ど
の

専
門
家
に
同
行
を
お
願
い
し
て
も
ら
っ
て

も
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
令
和
２
年
の
土
地
基
本
法

改
正
で
、
土
地
の
境
界
を
明
確
に
す
る
こ

と
や
適
正
な
土
地
の
利
用
・
管
理
す
る
こ

と
は
土
地
所
有
者
の
責
務
で
あ
る
と
定
め

ら
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
は
、
簡
単
に
立
会

拒
否
が
で
き
ま
し
た
が
、
理
由
な
く
ま
た

は
故
意
に
立
会
を
拒
否
す
る
こ
と
は
、
罰

則
が
科
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
出

来
ま
し
た
ら
、
法
令
が
出
来
た
の
で
立
ち

会
う
で
は
な
く
、
円
滑
な
相
隣
関
係
の
延

長
線
上
の
マ
ナ
ー
だ
と
い
う
気
持
ち
で
お

考
え
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

同大学への共同研究や試験分析、技術相談などのお問い
合わせは、福井工業大学地域連携研究推進センターへ
　◇TEL0776-29-7834
　◇FAX0776-29-7843
　◇E-mail futcrc@fukui-ut.ac.jp　

　日本語母語話者は日本語において語末の子音「ん」
を聞くとき、常にその音に含まれる次の単語の語頭音
の情報を拾い上げ予測しながら聞いているとされる。
このようなある音が近隣の音の情報を含む現象は同化
現象と呼ばれ、世界中多くの言語で見られるものであ
る。もちろん英語でも同化現象は見られ、例えばnは
後続のpから影響を受けてmのような発音になる。し
かし日本語にも似た音変化があるにもかかわらず、日
本語母語話者は英語の音声を聞く際に日本語で行うよ
うに次の音の予測ができない。これは各言語で固有の
語末子音の長さがあり、外国語の聞き取りにおいて母
語の音の長さや音変化の知識を活用して処理を行なっ
ていると考えられる。

福井工業大学講師紹介シリーズ
VOL.125　

福井工業大学：基盤教育機構
職名/学位：講師/英語学修士

■学歴
　同志社大学　文学研究科　博士前期課程　修了

■経歴
　近畿大学　経営学部　非常勤講師
　大阪経済法科大学　国際学部　非常勤講師
　大阪医科大学　看護学科　非常勤講師

日本語母語話者における
英語語末子音の知覚

森　直哉 氏

高
　
野
　
智
　
仙  

氏

土
地
家
屋
調
査
士

お
隣
と
の
土
地
の
境
界
線
は
明
確
で
す
か
？
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税務／相続／経営診断／社保年金

会長税理士

所長税理士

公認会計士・税理士

野 村 一 榮
野 村 茂 三
野 村 孟 弘

〒916-0021　鯖江市三六町2丁目9-1
TEL（0778）52－3500㈹

税務・会計・相続・贈与
事業継承のサポート

税理士法人

6
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主賓  農林水産副大臣 滝波 宏文 様 ご挨拶文　代読： テレビ東京 大浜 平太郎 様（司会）



https://fukuda-mokuzai.com/

鯖江市北野町1丁目7-8 TEL0778-51-4028

営業時間 9：00～23：00

ながすぎグループは食べ物を通じて
地域社会の人々のお役に立ちたいと
願っています。
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TEL 0778-62-3656 0778-62-1156
（本社）鯖江市田村町3-4　FAX0778-62-3657

さばえ交通グループ
鯖江交通㈱観光バス　さばえ交通レンタカー
さばえ交通トラベル　さばえ交通介護タクシー

安全・安心・快適な
住空間を目指して

代表取締役社長　齋　藤　寿　治
TEL（0778）５２－３２０３

家を建てたい・リフォームをしたい・物件を探したい
住まい作りに関することは何でもご相談ください

SAITO
㈱

編集　鯖江商工会議所　福井県鯖江市本町3-2-12 TEL0778-51-2800 FAX0778-52-8118　http://www.sabaecci.or.jp  E-mail：info@sabaecci.or.jp
印刷　㈱フジタ・印刷　　定価1部100円　購読料は年会費の中に含まれます 8
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鯖江商工会議所カレンダー鯖江商工会議所カレンダー 1月1日～1月31日

8・9
9
10
14
18
20
24

年末調整納付相談会
女性会子育て支援センターにじいろ遊具寄贈式
会頭・副会頭会議
第5回常議員会/新春役員懇親会
伝統工芸士服部正和様　瑞宝単光章受賞を祝う集い
第6回さばえビジネスプレゼン塾
女性会臨時総会/新年会

水・木
木
金
火
土
月
金

第3期労働保険料を口座振替により、１月20日㈪に
引き落としをさせて頂く予定です。契約された口座
に保険料のご準備をお願い申し上げます。

第３期 労働保険料
引き落としのお知らせ

　平素は当所運営と共済事業に格別のご高配を賜り、厚
くお礼申し上げます。
　さて、令和5年度（令和5年10月1日～令和6年9月30
日）の事業決算が完了しました。つきましては、標記配当金
を別紙明細書の通り、12月25日（水）に引落口座又は指
定口座へ送金しましたので、よろしくご査収願います。
　末筆ながら、貴事業所のご繁栄を祈念申し上げます。

※アクサ生命からの上記保険金・給付金以外に、県内7商工会
議所会計から、県内の758加入事業所に、事業所祝金・見舞
金として3,865,500円を給付しております。

年齢(コース) 月額掛金 
65歳以下男女(Aコース) 1,300円 338.25円
66歳以上男性(特別コース) 1,434円 480.66円
66歳以上女性(特別コース) 887円 264.16円

配当金(1ヵ月あたり)
1.配当金

1.死亡保険金 14件 13,500,000円
2.災害保険金 1件 2,000,000円
3.高度障害保険金 3件 2,500,000円
4.障害給付金 0件 0円
5.入院給付金 34件 3,516,000円
6.ガン入院一時金 49件 2,260,000円
7.ガン先進医療一時金 0件 0円
8.6大生活習慣病入院一時金 50件 1,250,000円
合計 151件 25,026,000円

3.令和5年度(R5.10.1～R6.9.30)にお支払いした
　保険金・給付金

　　　年齢(コース) 
65歳以下男女(Aコース) 26.01％
66歳以上男性(特別コース) 33.51％
66歳以上女性(特別コース) 29.78％

2.配当率
配当率

共済から配当金のご案内 鯖江商工会議所主催

主な内容

※詳細・お申込等については、決定しだい当会報、当所HP等にて
　お知らせいたします。

社会人としての基本行動、仕事の基本と流れ (PDCA)、
電話応対、接遇マナー ほか

経営支援課　笠嶋  吉田　TEL:0778-51-2800

新入社員研修のご案内
開 催 決 定

■日 時　令和７年４月３日（木）～ ４日（金）
■会 場　鯖江商工会議所1F「SCC」

理財ニュース理財ニュース 1月1日～1月31日

■1月10日
・前年12月分源泉所得税（年2回納付の特例適用者は
前年7月分から12月分を1月20日）・住民税の特別徴
収税額の納付
■1月31日
・法定調書及び支払調書の提出
・源泉徴収票の交付
・固定資産税の償却資産に関する申告
・前年11月決算法人の確定申告＜法人税・消費税・地
方消費税・法人宰業税・（法人事業所税）・法人住民税＞
・2月、5月、8月、11月決算法人の3月ごとの期間短縮
に係る確定申告＜消費税・地方消費税＞
・法人・個人事業者の1月ごとの期間短縮に係る確定申
告＜消費税・地方消費税＞
・5月決算法人の中間申告＜法人税・消費税・地方消費
税・法人事業税・法人住民税＞（半期分）

・消費税の年税額が400万円超の2月、5月、8月決算法
人の3月ごとの中間申告＜消費税・地方消費税＞
・消費税の年税額が4,800万円超の10月、11月決算法人
を除く法人・個人事業者の1月ごとの中問申告（9月決
算法人は2ヶ月分）＜消費税・地方消費税＞
・給与支払報告書の提出
・給与所得者の扶養控除等申告書の提出（本年最初の給
与支払日の前日）
・個人の道府県民税及び市町村民税の納付（第4期分）


